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第３章 計画の基本的な考え方 

 

 この計画に今後の子育てのあるべき姿を描いていくため、まず第３章で、基本的な考え

方を整理・確認します。 

 考え方の根本である「基本理念」を最初に掲げ、理念の実現に向けて「目標」を設定し

ます。そして、目標を達成するため、それぞれに必要な取組（施策）を多層的に組み合わ

せて体系化し、本章をまとめます。 

 

１ 基本理念 

  本市では、これまで「第二次十日町市総合計画」（計画期間：平成 28 年度～令和７年

度）の分野別計画にあたる「十日町市子ども・子育て支援事業計画」（計画期間：平成 27

年度～令和元年度）に基づいて計画的に子育て支援施策を展開してきました。社会情勢

の変化などはありますが、引き続き、子どもと子育て家庭を支援する環境を整備してい

くことが重要であることから、上位計画である十日町市総合計画の政策、「安心して子ど

もを産み育てられるまち」を基本理念として、地域の支えを通じて、次代を担う子ども

が健やかに成長でき、子育て家庭が子育ての楽しさや喜びを実感しながら、安心して産

み育てることができるまちを目指します。 

 

 

安心して子どもを産み育てられるまち 
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２ 基本目標 

  基本理念を具体化し、めざす方向を示すものとして、次のとおり３つの目標を掲げま

す。 

 

基本目標１ 
子どもが心身ともに健やかに成長することができる 

【子どもの視点】 

   子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情

緒の安定や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる

力の獲得、学童期における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない

個性ある存在として認められるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要で

す。 

   この目標では、子どもの人権を尊重しながら、個々の成長を支え、豊かな人間性と

生きる力が育まれるよう、安全・安心の確保と教育・保育の質の向上を図るとともに、

妊娠期から子育て期における母と子どもの健やかな育ちをめぐる切れ目のない支援や

環境の更なる充実を進めます。 

 

基本目標２ 
家庭の子育て力が高まり、安心して子育てができる 

【子育て家庭の視点】 

   家庭は子どもたちの成長における出発点です。子どもが健やかに育つためには、愛

情と安心して過ごせる家庭環境が大切です。 

   この目標では、子育て家庭の孤立感や不安感、負担感を軽減し、子育てに喜びや生

きがいを感じながら、子どもの成長とともに保護者自身が親として成長していくこと

ができるような支援を推進します。また、障がい、虐待、貧困など社会的な支援の必

要性が高い子どもやその家族を含め、子どもや子育て家庭の置かれた状況や地域の実

情を踏まえ、一人ひとりの子どもの健やかな育ちを等しく保障できるよう、幅広い施

策を進めます。 

 

基本目標３ 
地域の特色と活力を生かし、子どもと家庭を支える 

【地域の視点】 

   子育て家庭が安心して子どもを産み育てることができる環境をつくるためには、お

互いに協力しながら、地域全体で子どもと子育て家庭を支えることが重要です。 

   この目標では、地域の一人ひとりが子育て支援の重要性に関心と理解を深め、子ど

もの健やかな成長を応援するという気運を醸成していくとともに、子育て家庭に寄り

添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげるような支援体制づくりを進めま

す。これらの取組を通じて、地域が子どもと子育て家庭を温かく支えるまちを目指し

ます。 
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３ 施策の体系 

区分（基本目標⇒施策） 関連する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①少子化の進行 

②保育ニーズの多様化

への対応 

③切れ目のない支援 

⑤遊び場や体験活動等

の機会の提供 

⑥保育人材の確保と専

門性の向上 

 

 

 

 

 

 

①少子化の進行 

②保育ニーズの多様化

への対応 

③切れ目のない支援 

④特に配慮が必要な家

庭への対応 

⑧安全・安心な子育て

環境の整備 

 

 

 

 

 

①少子化の進行 

②保育ニーズの多様化

への対応 

③切れ目のない支援 

⑦仕事と子育てが両立

できる環境づくり 

⑧安全・安心な子育て

環境の整備 

 

③子どもの居場所づくり

【　基本目標　】

１．子どもが心身ともに健やかに成長することができる
　　【子どもの視点】

【　施　策　】

①全ての子どもがともに育ちあう場の充実

②幼保と小中の連携強化

【　基本目標　】

④子どもの学びや体験の機会の充実

⑤妊娠中からの親と子の健康づくりの推進

⑥発達が気になる子どもへの支援の充実

【　基本目標　】

２．家庭の子育て力が高まり、安心して子育てができる
　　【子育て家庭の視点】

【　施　策　】

①子育てを楽しく感じられる機会の確保

②子育て相談の充実、機能向上

③特別な配慮を要する子どもや家庭への支援の充実

④多様化するニーズに対応できる保育サービスの充実

⑤生活基盤の安定のための経済的支援の推進

３．地域の特色と活力を生かし、子どもと家庭を支える
　　【地域の視点】

【　施　策　】

①地域の子育て応援体制づくり

②社会全体で子育てを支える気運の醸成

③子どもの安全の確保



 

 

 

 


